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編
集
後
記
│
│
本
号
で
は
、
今
ま
さ
に
起
き
つ
つ
あ
る
「
文
化
」
の
動
き

を
、「
開
発
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
十
年

あ
ま
り
、
確
か
に
、
新
し
い
大
き
な
動
き
が
起
き
て
い
る
感
じ
が
す
る
の

に
、
目
の
前
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
民
族
文
化
や
伝
統
民
俗
と
い
わ
れ
る
も
の

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
ゴ
チ
ャ
ま
ぜ
に
な
っ
た
、
ら
し
く

4

4

4

も
な
い
も

の
が
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
◇
少
数
民
族
地
区
で
は
、
民
族
の
伝
統

文
化
を
保
護
す
る
と
い
う
名
目
で
、
民
族
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
シ
ン
ボ
ル

と
固
有
の
祝
日
を
も
つ
よ
う
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル

は
、
一
九
九
〇
年
代
の
末
頃
か
ら
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ー
ム

に
お
く
れ
て
参
加
し
た
民
族
地
域
で
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
雲

南
省
の
ラ
フ
族
は
、
県
政
府
が
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
「
葫
蘆
」（
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
）
を
シ
ン
ボ
ル
に
決
め
た
。
以
来
、
瀾
滄
拉
祜
族
自
治
県
の
県
城

に
は
、
街
じ
ゅ
う
に
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が
溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
正
確
に

は
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
型
の
大
小
の
石
製
の
置
き
物
が
公
園
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

入
口
、
一
般
の
建
物
の
屋
上
に
飾
ら
れ
、
家
屋
の
壁
に
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
模

様
も
描
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
雲
南
国
境
の
街
、
瑞
麗
に
は
「
孔
雀
」

（
ク
ジ
ャ
ク
）
型
の
飾
り
が
建
物
の
屋
上
に
一
斉
に
並
ん
で
い
る
。
ク

ジ
ャ
ク
は
タ
イ
族
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
◇
二
〇
〇
八
年
に
大
地
震
に

遭
っ
た
四
川
の
チ
ャ
ン
族
地
区
で
も
、
神
が
宿
る
と
い
う
白
石
が
チ
ャ
ン

族
の
シ
ン
ボ
ル
と
決
め
ら
れ
、
再
建
さ
れ
た
家
屋
や
学
校
・
ホ
テ
ル
な
ど

の
屋
上
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
全
国
で
唯
一
の
チ
ャ
ン
族
自
治
県
で
あ
る
北

川
羌
族
自
治
県
で
は
、
災
害
復
興
支
援
は
、
チ
ャ
ン
族
の
村
も
漢
族
の
村

も
同
様
に
行
わ
れ
、
チ
ャ
ン
族
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
白
石
は
、
県
の
人
口

の
四
割
を
占
め
る
漢
族
の
家
屋
に
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
白
石
は
エ
ス
ニ
ッ

ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
◇
民
族
地
区
で

は
、
少
数
民
族
だ
け
で
は
な
く
漢
族
を
含
む
す
べ
て
の
民
族
が
平
等
に
扱

わ
れ
、
平
等
に
恩
恵
を
受
け
る
と
い
う
「
区
域
自
治
」
は
、
北
川
県
の
条

例
に
し
っ
か
り
と
記
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

（
松
岡
正
子
）
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